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今回の２枚：夏祭り、盛大に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップ日 令和８年７月３１日  発行：面影地区まちづくり運営協議会総務部 



 

＊暮らしを軽やかに楽しむための整理収納術②  ６月３０日（火）  生涯学習部事業 

  ２回目の今回は、整理の基本・要るいらないの決め方について学びました。１６名の方が参加し、まずは前回

の振り返りとして「１箇所片付けてみる」という課題について、自分の気持ちや周りへの影響などの変化につい

て話し合いました。その後、今日のテーマである「いらない」に入れるのを迷う理由について、お隣同士で意見交

換などをして、今回もたいへん盛り上がりました。 

   

＊七夕まつりとおはなしの会  ７月４日（土）  生涯学習部事業 

七夕が近いということで、七夕イベントを開催したところ９名の子どもが参加してくれました。七夕にまつわる

紙芝居や絵本を読み聞かせの会の方々に読んでもらったり、七夕飾りをつくったり、短冊に願い事をかき、笹に

飾り付けしました。そしてゼリーにトッピングをして美味しくいただきました。最後に飾った笹の前で記念撮影をし

て終了しました。みんなの願い事がかなうといいですね。 

   

   

  



＊町区対抗ボウリング大会  ７月１１日（土）  健康福祉部事業 

  今回はじめてボウリング大会を企画したところ、申込期限（７月３日）で３町区しか申込みがなく開催ができる

か心配されましたが、そこから声がけをし、一般参加者やまちづくり運営協議会・健康福祉部、そして５町区（雲

山・面影一丁目・面影二丁目・大杙一・新桜谷団地）の皆さんに参加していただき、なんとか４０名で大会を開

催することができました。 

 当日はストライクやスペアを取るたびに拍手やハイタッチで喜びあい、大いに盛り上がりました。終了後、個人

戦と団体戦の表彰式を行い、健闘をたたえ合いました。 

 参加者からは、またやろうと言う声も上がるなど、次につながる大会となりましたので、もっとたくさんの町区が

参加できるよう考え、次年度以降も実施していきたいと思います。 

  ＜団体結果＞ 

    優勝：雲山   準優勝：頑張れ女性チーム   第３位：面影二丁目   第４位：健康福祉部 

    第５位：面影一丁目   第６位：まち運協   第７位：新桜谷団地   第８位：大杙一 

  ＜個人結果＞  ハンデあり 

    １：渡邉   ２：井関   ３：横川   ４：土手口   ５：稲田   ６：西原   ７：栗岡   ８：松村 

    ９：宮根   １０：前田   １１：山本   １２：岩井   １３：中野   １４：久林   １５：住   １６：宮根 

   １７：前田   １８：霜村   １９：宮本   ２０：坂本   ２１：菅原   ２２：安田   ２３：足立   ２４：中村 

   ２５：宮本   ２６：森本   ２７：福長   ２８：小倉   ２９：青木   ３０：安谷   ３１：横川   ３２：岩本 

   ３３：横川   ３４：吉田   ３５：松下   ３６：加藤   ３７：横川   ３８：浜本   ３９：小﨑   ４０：中村 

 

＊竹灯籠づくり  ７月１６日（木）  環境美化部事業 

昨年からはじめた面影山の竹をつかっての竹灯籠づくり、今年も行って 

いきたいと思います。今回は、始まる時間を①９時から②１０時から③１１時 

からの３班にわけ実施したところ１０名の方にご参加いただきました。 

参加者にはそれぞれに好みの図柄と竹を選んでもらい穴をあけていき 

ました。 初めてドリル作業される方がほとんどだったので、肩に力が入り 

汗だくで作業されていました。 

今回は、県教育委員会が公民館活動としての生涯学習を紹介する 

YouTube撮影に来られ、参加者にも出演していただきました。 

QRコードをのせときますので、ぜひご覧ください。 

 また、この事業は県民の参画と協働による森づくりを推進する 

「豊かな森づくり協働税」を活用しています。 

＊健康ま～じゃん広場⑤  ７月１７日（金）  健康福祉部事業 

  今年度５回目の健康麻雀は、男性３名・女性３名の方が来られました。なかでも女性２人は、他地区から来ら

れた初心者の方でした。 



＊面影地区夏まつり ７月２５日（土） 

 前日準備と当日の朝の準備の時は、 

たいへん暑く、皆ブルブル汗をかいていましたが、 

いざ本番になると風がふき、少し暑さが和らいだなか 

開催することができました。 

 オープニングの桜ヶ丘中学校吹奏楽部と鳥取環境大学和太鼓チームの演奏からはじまり 

食べ物と遊びのブースがオープン、面影二丁目のお神輿紹介、お楽しみ抽選会、 

ラストの花火と１７時からはじまり、あっという間の３時間でした。 

 たくさんの方が来場され、とても楽しんでおられました。実行委員・ボランティアの皆様 

本当にお疲れ様でした。 

 

  



＊サマースクール①  ７月２７日（月）  生涯学習部事業 

 毎年恒例のサマースクールを今年も３回実施します。１回目の今日は、宿題１・宿題２・工作と今年はしっかりと

勉強する時間をとる内容としました。宿題の時間には、地域から１０名程のボランティアの方が来て下さり、３９名

の子どもたちのサポートをしてくださいました。工作では、竹風鈴づくりに挑戦しましたが、ちょっと工程が難しく

子どもたちはかなり苦戦していましたが、それぞれオリジナルの風鈴をがんばって完成させました。 

 

＊暮らしを軽やかに楽しむための整理収納術③  ７月２８日（火）  生涯学習部事業 

  ３回目の今回は、収納の基本・散らからないルールについて学びました。収納の４原則①四角く区切る ②立

てて置く ③直置きしない ④８割収納 についてや、家事がラクになる収納のコツ等についてお話していただき

ました。３回目ともなると皆さんかなり打ち解けてきて、意見交換や実践発表などでもかなり盛り上がる良い雰

囲気になってきました。参加者は、はじめての方４名を含めた１７名でした。 

  

＊夏休みおでかけ教室  ７月３１日（金）  生涯学習部事業 

  この事業については、次号でお伝えいたします。 

 

■面影地区スポーツ大会（旧称：面影体育祭） 

❏ソフトバレーボール大会結果 ７/２0（月・祝） 

優 勝：大杙一 準優勝：正蓮寺 第 3位：桜谷団地 

■鳥取市民スポーツ大会（旧称：市民体育祭） 

種 目 日にち 結 果 

水 泳 7月 5日（日） ６位 

弓 道 7月 5日（日） ４位 

ペタンク 7月 12日（日） 予選敗退 

女子バレーボール 7月 19日（日） 優勝 

男子バレーボール 7月 26日（日） ３位 

面影地区体育会情報 



 

シリーズ 面影探訪⑦ 

必見！面影山の巨木 多聞杉‼ 

面影郷土史研究会 大西 孝雄   

◆面影山に鎮座する巨木「多聞杉」とは 

正蓮寺の面影神社鳥居脇の石段を上り、右に折れて 7～80m歩くと、「面影山の 

ような小さな山によくもこんな・・・」と誰もが目を見張る巨大杉に遭遇します。 

これは、かつての毘沙門堂（現在の毘沙門堂は、山内良磨氏が募金と私財でもって 

昭和 41年に現在地に建立）の脇にそびえていたものです。池田家の家老荒尾美作 

守秀就が 1705年に多聞寺を開き、その子常就が毘沙門天（多聞天）を祀るお堂を 

創建したとされていますが、その頃に植栽されたとすれば樹齢は 300～350年あたりと推測されます。大きな

枝が四方八方に伸びた堂々とした佇まいは、毘沙門天（多聞天）と共に現在に至るまで人々の信仰の対象であ

り面影の誇りでもあります。樹高は約 30m、幹回りは約 4.7ｍで、平成 10年に「鳥取県の銘木 100選」に選定

されています。 

◆毎年多聞杉を見学し、歴史やその大きさを学ぶ面影小学校の 3年生 

面影小学校の 3年生は、毎年総合的な学習の時間を使って多聞杉と麓にある毘沙門堂の 

見学に訪れています。以前は約半日をかけて面影山の名所旧跡を探訪していましたが、 

近年は案内する人たち（多聞の会及び郷土史研究会）の高齢化、並びに大人数の山歩きに 

対する安全面での危惧、学習時間の縮小などの理由により、4年前から多聞杉と毘沙門堂を 

中心とした学習へと移行しました。この写真はその時の見学の様子です。 

◆多聞杉の大きさを実感した子どもたち 

実は、今年も 7月 2日に見学を計画したのですが雨天のため現地での学習は断念し、小学校の多目的ホール

で学習しました。紙芝居を見たり、プレゼンで写真を見たり説明を聴いたりした後、実物は目の前にないので

すが、多聞杉の大きさを実感する体験を行いました。 

綱引きでも使えそうな太いロープを用意し周囲 6m15㎝の円を子ども 

たちの前に提示しました。この円は何かというと、多聞杉の地上約 5㎝ 

あたりの幹回りを表したものです。直径は約 2m。実際の多聞杉では絶対 

に不可能ですが、この仮想の幹の中に子どもたちが入ってみることにし 

ました。3年生は全員で 41名。さて何人入れるのだろうかと次々入った 

ところ、なんと全員中に入ってしまったのです。 

 



 

 

次は外に出て、ロープの周りを肩をくっつけた状態でぐるりと取り囲むと、 

20人ほどでやっと囲むことができました。子どもたちはこの体験で、多聞杉の 

大きさを十分に実感することができました。 

なお、前述していますが、多聞杉の正式な幹回りは 4m70㎝です。地上 1m20㎝ 

の場所を毎年子どもたちと一緒に巻き尺で測っています。今年の 3年生はまだ計 

測する体験はできていませんが、後日現地に出かけ、本物に触れ、幹回りを測る 

体験も行いたいと考えています。 

◆面影地区にまだある巨木 

東今在家の上山神社には、樹齢約 500年、幹回り約６m（新修鳥取県神社誌「因伯のみやしろ」より引用）

のシイの巨木があります。90段弱の石段を登り切ると、右側に見事な姿が現れます。ご神木として大切に守

られてきたのでしょう。こちらも必見です。 

◆世代間交流を通して面影山の魅力再発見！ 

今年の 3年生の学習では、面影山の環境整備事業の中心となって活動していただいている方に面影山の魅力

について話していただきました。現在進行中の遊歩道の整備や景観をよくするための樹木伐採、伐採した木材

や竹の活用等、伝えたいことはたくさんありましたが、それは配付資料を後で読んでもらうことで代用。子ど

もたちが一番興味を示した話は、なんと昔話。子どもの頃は学校から帰ると毎日面影山や近くの川で遊んだこ

と、給食ではなく弁当だったこと、教室から抜け出して面影山で弁当を食べたことなどの話に子どもたちは目

を輝かせていました。「給食を山で食べていいですか」等々矢継ぎ早に質問していました。また、伐採材の活

用で現在シイタケを栽培していますが、「出来たシイタケを取っていいですか」など、これもたくさんの質問

がきました。このような交流体験を通して、子どもたちが地域のヒト・モノ・コトと触れ合い、地域への興

味・関心をより一層高めてくれたらと思います。 

 



2026 7 9

11 5 8

8.8 5

 

 

 7 8

 8

9

 

 

 

 

 

 

 

 

1

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

  

    

    

    

 

 

 

 

※第１１号は、８月３１日（月）にアップ予定です。 


